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中東ジェンダー研究の挑戦
――ジェンダー化されたオリエンタリズムを超えて――

鳥　山　純　子

はじめに

2013 年，人類学者のライラ・アブー = ルゴド（L. Abu-Lughod）は，『ムスリ
ム女性に救援は必要か（Do Muslim Women Need Saving?）』 と題する単著を刊
行した。アブー = ルゴドは，エジプトでのフィールドワークを通じ，暮らしの
論理から描き出す詳細な民族誌によって高く評価されてきた。また，文化人類学
理論を対象とした鋭い分析でも知られている。そうしたこれまでの学術性や専
門性の高い著作に対し，この新刊書でなされたのは，一般読者に向けたアブー =
ルゴド自身が生きる欧米社会の批判であった。彼女がそこで繰り返し言及したの
が，「ムスリム女性の救援」を求める言説内部に存在する，中東やムスリムに向
けられるジェンダー化されたオリエンタリズム 1）というまなざしである。このま
なざしは，中東やイスラームを，女性抑圧がはびこる独自の環境だと捉える点で，
イスラモフォビアの主要なロジックと共通する。すなわち，同情的であれ敵対的
であれ，ムスリム女性を他者として偏った認識のもとに捉える点では共通し，こ
のまなざしはひとたびバランスが崩れれば，人々を他者排除に駆り立てる道具と
なりうるというのである（Abu-Lughod 2013）。

特集 1：研究動向――これまでの研究と今後の課題

本稿では，「第三世界フェミニズム」に分類されることも多い，中東のジェンダー研究
の 1970 年代以降の発展と変遷，そしてその時々の課題を整理する。その目的は，しばしば
他者化の対象とされる異文化の女性を，同時代に生きる共在者として捉え考えるための道，
すなわち，「ジェンダー化されたオリエンタリズム」と戦う方法の探求である。中東という，
西欧世界に比べ，何重にも多く他者化されてきた経験からの知見は，中東地域に限らず，
私たちの現在の日常を考える上でも多くの示唆に富むであろう。

キーワード： 中東ジェンダー研究，第三世界フェミニズム，ジェンダー化されたオリエンタ
リズム
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それに抗う上で必要なものは何か。アブー = ルゴドによれば，それは，「他者」
として表象されるステレオタイプとは距離を置き，私たちと同じ地平にムスリム
女性たちを捉えること，また彼女たち一人ひとりが生きる個別の文脈の独自性や
多層性を無視せず，複雑なままに現実を理解する努力を怠らないことであり，そ
こで重要なのは「目で見て耳で聞くこと」だという（ibid: 224）。またそれを広
い歴史的，社会的文脈の中で理解することも肝要であるという（ibid: 45）。ただし，
その実践は言われるほどに容易ではない。複雑さをそぎ落とすことなく「目で見
て耳で聞く」とは具体的にはどのようなことなのか。あるいは，それにはどのよ
うな難しさや問題が付随し，それを成し遂げるにはどのような事柄に留意すべき
なのか。本稿では，アブー = ルゴドと関心を共有しながら行われてきた，中東
ジェンダー研究で取り組まれてきた課題とその発展の軌跡を検討することから，
こうした問いを探求したい。具体的には，女性の声に耳を傾け，女性たちの姿を
主体的に立ち上がらせたいという，フェミニストアジェンダに積極的かつ批判的
に取り組んだ研究を対象に，中東ジェンダー研究の発展と変遷を改めて回顧する 2）。
そこから，見えてくるものは，しばしば他者化される他地域に生きる女性たちを，
同時代に生きる共在者として考える上で重要な示唆となるだろう。

中東の女性表象にまつわる課題

先行研究の検討に先立ち，アブー = ルゴドの指摘が向けられた現代の中東の
女性たちが語られる際の問題について確認しておきたい。2017 年 12 月，『文化
人類学』に「ムスリム社会における名誉に基づく暴力」という特集が掲載された。
この「序」で著者らが試みるのは，女性の暴力を主題化することにまつわるオリ
エンタリズムを明らかにし，それを乗り越えるための方策として具体的な事例検
討の重要性を論じることである（田中・嶺崎 2017：311）。この点において，著
者らの議論は前出のアブー = ルゴドと共通するところが多い。

ところが前半部分の理論的枠組みの議論においては，ジェンダーの問題がオリ
エンタリズムにおいて強調され異文化の本質化につながるという指摘や，そこに
見られる女性の主体性の過大評価といった鋭い考察があったものの，後半，オリ
エンタリズムを回避した議論としてヴェールの分析が提示されるに至り，いくつ
かの問題が明らかになる。たとえば，考察対象のぶれ（エジプトの女性たちの事
例としながらも，フランスでイスラーム教に改宗した日本人女性研究者の見解が
引用される）や，固定的なイスラームの提示（議論の背景として示されるシャリ
ーアへの言及では時代性への言及がないままに，他の解釈が不可能であるかのよ
うに特定の解釈だけが示される）という問題である。また分析そのものが，男性
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対女性という構図をもとにした，女性によるヴェール着用の機能主義的考察の形
をとり，主たる考察結果として示されるのは，女性に与えられた「構造的」（ロ
ーカルな文脈で，という意味合いだと思われる）な暴力からの防御方法としての
ヴェール着用の社会的機能である（前掲書：314-21）。

筆者は機能主義的アプローチそのものに問題があるというのではない。ただ前
半部において中東に生きる個別の女性たちの声に耳を傾ける必要性が語られ，社
会構造に無批判な議論が断罪されているにも関わらず，後半部では歴史性や動態
性が抜け落ちた機能主義的分析がなされるという矛盾を指摘したいのである。つ
まり，後半の議論と結論は，前半において著者らが批判したジェンダー化された
オリエンタリズムそのものだとはいえないだろうか。

この「序」の後半部分での分析に見られる問題を要約すれば，1）没歴史性，2）
没地域性，3）分析者による「現地の声」の代弁，4）権力性についての視座の欠
落，とまとめることができよう。これらはこの「序」に限らず，中東の女性を議
論する上でしばしばみられる傾向であり，また中東ジェンダー研究において問題
化され，その回避が模索されてきた中心的課題でもある。そこで以下では，これ
らの問題点を中東ジェンダー研究としてどう乗り越えようとしてきたかという点
に留意しながら，これまでの取り組みを紹介していくこととしたい。

西欧中心主義的価値観への挑戦：1970 年代半ば～

田中・嶺崎と同様，中東におけるジェンダー実践を機能主義的に分析した議論
は，1970 年代半ばから行われてきた。その当時，中東の女性研究における主眼
の一つは，西洋近代的な価値観に基づく，偏った「中東の女性」観に異議申し立
てをすることだった。それは，中東の女性の在り方を議論すると同時に，西洋近
代的な価値観に立脚する，西欧中心主義的女性観に抗う作業でもあった。この流
れにおいて，イスラーム教や家父長制を女性抑圧の源泉とする見解には優れた反
証が行われてきた。そこで重視されたのは，外在的な基準ではなく，文化の内部
の価値観において，物事を解釈する必要性，すなわち文化相対主義に立脚したイ
スラームや家父長制の読み直しであった（cf. アハメド 2000, Mernissi 1975, エル
= サーダウィ 1988）。

モロッコ出身の社会学者であるメルニーシーは，70 年代半ばにイスラーム教
嫌悪的潮流に異議を唱え，一見女性抑圧的に見えるイスラーム教の教義が，実は
女性蔑視ではなく，女性賛美的価値観のもとに築かれたものだとする解釈の転換
を行った（Mernissi 1975）。メルニーシーによるイスラーム教の教義の読み直し
の意義は，男性中心的とされるイスラーム教の教義が，女性にとっても魅力的な
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ことを現地の言説を用いて論証したことにある。またイスラーム教の聖典が，女
性たちによって読み直され，ときに読み替えられうるものだとする指摘も重要だ
った。

80 年代に入ると，同様の論理をもって，イスラーム教に続いて，「男尊女卑的
家父長制家族」という言説も議論の遡上に挙げられるようになった。家父長制の
検討で行われたのは，女性による家父長制への主体的参入の実態を明らかにする
ことと，その理由を探ることだった。そこで注目されたのが，家父長制が果たす
経済分配システムとしての機能である。トルコの社会学者であるカンディヨテ
ィは，男女間の支配構造としてではなく，実際に家族内で行われる権力，物資，
資源の移動・分配回路として家父長制を捉えなおす議論を提示した（Kandiyoti 
1991b）。カンディヨティはさらに，物質分配の回路であるだけに，家父長制は
経済状態や社会状況によって果たされる機能が変化することも指摘した（ibid）。

このように，中東ジェンダー研究（当時は中東女性学と呼ばれていた）の当初
の主眼は，女性の行動を規制する女性抑圧的な中東ジェンダー規範を，西洋とは
異なる文化的前提のもとに成り立つ独自の論理体系，すなわち文化システムの一
部として捉え直すことにあった。イスラームであれ，家父長制であれ，この二つ
の読み直しで取り組まれたのは，女性の扱われ方についての外在的批判ではなく，
女性の立場から，魅力ある文化システムの一部としてジェンダー規範を捉えなお
すことだった。

しかしながら，その主眼がまさに文化システムという集合的な現象の機能主義
的分析に置かれたために，この取り組みは限定的なものにならざるを得なかった。
個々の女性たちの行動や，意図や希求には重要性が見出されなかったのである。
その結果，取り残されたのが文化システム内部の格差や権力性だった。

新たな取り組みで問題化された集団内部の格差や権力性の考察

文化システムという枠組みを超え，内部の差異を考察するにはどのような方法
が可能なのか。この課題にいち早く取り組み，その後の議論を先導した一人が，
本稿冒頭で紹介したアブー = ルゴドである。アブー = ルゴドは，文化という概
念に備わる一般化の働きを問題化し，それを乗り越える記述の必要性を訴えた

（Abu-Lughod 1993: 12, 13）。アブー = ルゴドによれば，文化という概念を用い
て人々の生の在り様を描写する行為は，本質主義的な「他者」創出をうながし，「他
者」を下位に位置づけることにつながりうる営為である（ibid: 12, 13）。アブー
= ルゴドによれば，この序列を解体し，一般化を通じて語られる文化がもつ問題
点である，同質性の強調，一貫性の希求と，歴史性の欠如を乗り越えるために
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は，次の 3 点に留意することが肝要であるという。すなわち，第一に，典型創出
をめざした一般化を避け，第二に，個々のケースがもつ特殊性，とりわけ個々の
事象が起こった実際の文脈，歴史性，関係性（これらは私たちが自らの経験を顧
みた時に重要な要素である）に目配りをし，そして最後に，人々の論理の組み立
て，説明の仕方，人々の行動についての解釈に目を向けることが必要である（ibid: 
14）。その具体的方策として提唱されたのが，特定の個人と，その個人をとりま
く特定の関係性に目を向け，それをより大きな出来事と関連づけ記述する「個の
民族誌（ethnography of particular）」の執筆だった（Abu-Lughod 1993: 14）。文
化という集合的な単位を離れ，個別具体的な事象を分析対象とする試みは，ジェ
ンダーという形で立ち現れる現象の中核に，内部の格差や権力関係を据えた分析
を可能とし，議論の射程を，女性や家族に限らない社会状況全般にまで押し広げ
る効果を生み出した。

こうした議論の発展には，バトラーらジェンダー研究者による，構造とエージ
ェンシーの関係や，そこに立ち現れる権力性の考察を始めとする，ジェンダー理
論の先鋭化が欠かせなかったという（シャクリー 2008）。構築主義的視座に基づ
くジェンダー学における議論の蓄積は，現地で実践される独自のシステムを根本
から否定することなく，個々のイデオロギー実践における権力関係を問うことを
可能にした。これにより中東ジェンダー研究者は，自文化中心主義をとるのか，
現地の抑圧を否定するのかという，文化相対主義をめぐるジレンマから解放され
た。さらに権力を構造の問題として捉える枠組みは，現地におけるジェンダーイ
デオロギーの多様で柔軟な実践の研究発展を大きく後押しした（cf. Abu-Lughod 
1998）。

女性によるイデオロギー実践の解明：90 年代初頭～

ジェンダーイデオロギー実践の解明において脚光を浴びたのが，民族誌的手法
である。90 年代初頭から 2000 年代初頭には，エジプト研究の分野でも，庶民街
に生きる女性を対象に，長期の参与観察にもとづくミクロな事象を描いた民族誌
が数多く発表された（cf. Abu-Lughod 1990, 1993, Ghannam 2004, Hoodfar 1991, 
Inhorn 1994, MacLeod 1991, 1996, Mahmood 2005，Singerman 1995, Werner 
1997, Wikan 1996）。一世代前までの民族誌とは異なり，この時期の民族誌では，
女性が直接の考察対象となり，女性の論理から彼女たちの実践が描かれた。言い
換えれば，これらの著作では，イスラームや家父長制にもとづくジェンダーイデ
オロギーではなく，実際の女性の生へと焦点が移動した。つまり，それぞれの状
況に応じた社会的制約を経験しながらも，持ちうる限りの物質的，関係的，知的
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資本と，性格的特性を活用しながら日々の生活を活き活きと送る女性の生そのも
のを明らかにすることが試みられたのである。

経済学のバックグラウンドをもちながらカイロの貧困層家庭の暮らしについて
記した人類学者のフードファー（H. Hoodfar）は，社会資源にも経済資源にも恵
まれない女性たちが，いかに婚姻，労働，消費，生殖を，自らの個人的・集団的
利益のために利用していたかを詳述した（Hoodfar 1997）。フードファーによれば，
そこに暮らす女性たちは，伝統的価値観すら主体的に流用し，読み替え，一種の
資源としてそれらを利用して，近隣コミュニティでの自らの地位の維持・向上に
努めていたのである。こうした議論によって，それ以前はイスラーム教や家父長
制をもって語られてきたジェンダーイデオロギーすら，女性の主体的な利益追求
の資源となっていたことが明らかにされた。

こうした日常生活に関する豊富なディテールの提示は，暮らしの論理に基づい
たジェンダー理解へと方向転換を遂げる原動力になったと言えよう。たとえばこ
の時期盛んに取り組まれたのが，女性によるヴェール着用の実践や動機の解明だ
ったが，そこでは実際にヴェールを着用する女性の意見や社会に流通する言説の
分析をもとに，ヴェール着用に読みこまれてきた，従順 / 反抗，敬虔 / 世俗，貞
淑 / ふしだらといった二項対立的理解が解体され，その実態解明が試みられた。
また研究対象も広がり，農村から都市，中産階級から労働者階級，女子学生から
中年の既婚女性にいたるまで幅広い対象を扱う民族誌が執筆された。

国家における女性の構築過程の究明：90 年代初頭～

90 年代にはまた，国家を単位としてジェンダーを歴史的に分析する議論も盛
んに行われた。中東という地域は，中東，あるいはアラブ，イスラームという概
念が地理的集合カテゴリーとして（時に誤用されながら）多用される傾向があ
る。しかし実際には，政治体，植民地支配以降の歴史，女性のあつかい（women 
question）といった，現代の女性の在り方を左右する要素においては，同じ中東
でも個々の国家・地域で差異がある。こうした認識のもと，90 年代に入ると，
帝国主義との関わり，経済の変化，国家建設，世俗化といった要素に注目しつ
つ当時の女性の状況を明らかにする研究が数多く発表された（cf. Abu-Lughod 
1998, Badran 1991, Bier 2011, Botman 1999, Hatem 2000, Russell 2004） 。そこで
発展したのが，国民国家形成や（19 世紀末から現在までの）国家の近代化にお
いて，女性が果たした役割や国家という枠組みの中での女性たちの振る舞いを分
析する研究である（Kandiyoti 1991a）。

こうした国家を単位とした女性研究は，国家の個別の歴史や，独立をめぐる政
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治的議論の展開に，ジェンダーへの着目から得られた複数の，ときに重なりとき
に衝突する「内部」の見解を位置づけた研究として発展した。こうした研究の意
義として重要なのは，国家という文脈を意識したことで，特定の社会背景のもと
に機能する，特定の社会組織の内部に位置する権力性を描きだすことが可能にな
ったことである。エジプトについて言えば，これまで標準とされてきた特定のジ
ェンダー規範（男女の明確な役割分担，女性を私的空間に振り分ける男女の空間
的隔離，家父長制の強い影響）が，建国プロジェクトの中で政治的企図や経済的
企図の副産物として，あるいはその中心的論争の対象として「つくられてきた」
軌跡を辿る研究が登場した。それにより，植民地期，独立闘争期，社会主義国家
創出が目指されたナーセル大統領統治期，あるいは門戸開放政策が推進されたサ
ッダート大統領統治期といったそれぞれの時期において，女性のあるべき姿が社
会の関心事として議論され，複数のアクター間で交渉され，時には偶発的な形で
現在のような形をとるに至ったことが明らかにされてきた。また女性を対象とし
た研究ではなく，女性の声から歴史を描いた研究が見られるようになり，多くの
女性たちが建国期に重要な役割を担い，社会の主流派の議論に抵抗し，衝突し，
あるいは折衝し，先導してきたことが示された。

新たな取り組みが直面した課題

90 年代には，中東ジェンダー研究とされる論文数も対象とされる事象のバリ
エーションも急激な増加を遂げた。豊かなディテールが報告されるようになった
裏には，女性の主体性の重視や個別の事象を社会的文脈との関わりから議論する
構築主義的視座の浸透があったと考えられる。そこで見られた転換は，謂わば，
イデオロギーやシステムではなく，特定の人物や団体，政治家といった実態をも
つ主語のもとに，具体的な実践としてジェンダーが語られるようになったことで
あった。多様な対象による多様な実践の実相が明らかにされることにより，ジェ
ンダーイデオロギーがもつ解釈と実践の広がりが意識され，イスラームや家父長
制といったジェンダーイデオロギーだけでは特定の行動や特定の規範的言説を説
明できないとする理解が定説となっていった。

しかしながら 90 年代に盛んに行われた多様性の解明は，イデオロギーの解釈
や実践の次元に限られていた。多くの論文では，具体的で多彩なデータが扱われ
ていたにも関わらず，結果的に繰り返し用いられたのは，固定的なイデオロギー
を多様に実践する個人，という定式化された分析枠組みだった。この枠組みの問
題は，創造力に富んだ主体性のある個人が称揚される一方，ジェンダーイデオロ
ギーとされたイスラーム的ジェンダー観や家父長制的傾向が，歴史性や地域性を
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奪われ固定化されたところにある。つまり，個人によるイデオロギー解釈や実践
の在り方にのみ変化や多様性が見出され，それらがイデオロギーそのものの変化
として検討されるには至らなかったのである。この傾向は，例えばセクシュアリ
ティによる女性身体の管理の言説や，「保護と従属」といった社会的性別役割の
言説に顕著である。どちらも，現地で広く流通するジェンダーの主流言説であり，
研究者も長年この前提を共有して具体的な人々の行動の分析を試みてきた。

ただしたとえば女性身体の管理をセクシュアリティによって説明するロジック
をとってみれば，そこには，女性をセクシュアリティや性的器官・機能において
全体化する特定の女性観が埋め込まれている。当然のことながら，女性の身体を
隠蔽することと，セクシュアリティの管理はイコールでつながるものではない（鳥
山 2009）。それにも関わらずこのロジックは現在に至るまで多くの議論で無批判
に継承されてきた。また，女性の場を家庭に規定する主流言説において自明視さ
れるのは，役割分担の背後にある，「イスラーム教のおしえ」が男性に課す家族
の女性成員の扶養義務である。ただしこの場合もまた，そうした規範的言説が存
在することと，女性の活動の場を家庭に限定することは同じことを意味するもの
ではない。この二つの偏った論理的前提は，先述した「序」においても見ること
ができる。

現地の論理の無批判な援用に抗い，格差の実態に迫るためには，現地の言説に
見出される偏りの特徴にこそ，研究関心が向けられるべきであろう。現地の言説
を実態と混同し，それを用いて女性の身体管理や女性の社会進出の遅れを説明す
れば，トートロジーとなる。そうした行為は，実相理解につながらないばかりか，
それを阻む無責任な主流言説の再生産との誹りを免れない。

中東ジェンダー研究の勢いの低下，2000 年代半ば～

実は，学問領域としての中東ジェンダー研究の勢いは，90 年代末にピークを
迎えた後，弱体化傾向にある。これは論文数だけでなく，たとえばカイロアメリ
カン大学大学院での学生の関心にも見られる変化であるという。ただし 2000 年
代，2010 年代には，エジプトを例にとっても，女性主導の離婚を可能にする法
制化や，国会議員選挙の女性クオータ制の議論，ハラスメント防止法の制定とい
った，ジェンダー研究の主要トピックとなりうる大きな出来事も起こった時期で
あり，社会におけるジェンダー問題への関心が失われたとは考えにくい。ではそ
こで一体何が起こっているのだろうか。

この間，エジプトを対象とした研究に限れば，ジェンダーにかわってとりわ
け 2000 年代半ばから盛り上がりを見せてきたのが，「カイロスタディーズ」と呼
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ばれる学際的な研究アプローチである。現在この分野を牽引するのは，90 年代
までジェンダーを中心的テーマとして研究を進めてきた研究者らである。「カイ
ロスタディーズ」の中核は，急激に変化する社会的環境を背景としつつも，個人
に焦点を当てた実証的研究である。扱われるトピックは，大規模都市開発，グロ
ーバル企業の躍進，近代的な商業空間の出現と多岐にわたる。そこで試みられる
のは，消費文化論や空間論，グローバリゼーション論といった理論を用い，カイ
ロやエジプトに留まらない，より広い文脈に対象を据えて，構造的格差に目配り
をしながら社会現象を記述することである（cf. Du Koning 2005, Ghannam 2002, 
Peterson 2011, Singerman and Amar 2006）。また民主化運動が大統領を辞任に
追い込んだ 2011 年以降は，民主化運動や「1 月 25 日革命」，市民空間やメディ
アスケープを扱った研究も急激に増加した（cf. Abouelnaga 2016, Herrera 2014, 
Mostafa 2017, Nordenson 2017）。

こうした新たなアプローチに見られる特徴の一つは，中東，エジプト，イスラ
ームといったカテゴリーをあえてもちこまず，消費論，空間論，市民社会論とい
った理論枠組みのもとに現象が考察されることにある。そこでは，地域や宗教に
関わる独自性は前提とされず，グローバルな世界の一現象として具体的な事例分
析がされている。

洗練された理論主導の分析は，これまで議論の前提として過剰に特権的な地位
が与えられてきたイスラーム言説や中東の家族言説を，社会現象の変数の一つと
して相対化することに成功した。しかし同時に，こうした研究では，現地の人々
の意識や意味付けが置き去りにされているようにも見える。社会に埋め込まれた
格差を，理論的に分析する議論には学ぶものも多いが，中東ジェンダー研究の蓄
積に見られたような，調査対象者の声を重視した，地に足のついた分析がされな
くなっていることへの危惧は残る。

イスラーム教の動態的分析とドキュメンテーション重視の女性運動研究，
2010 年代～

そうしたなか，近年，女性たちの声を重視した分析として優れた研究成果を生
み出しているのがイスラーム学の分野である。2010 年代に入り，イスラーム学
を舞台に，女性に関わるクルアーン解釈の歴史的変遷や，女性によるクルアーン
のラディカルな読み替えを扱った研究が現れ，クルアーンが持つ解釈可能性の広
がりが明らかにされている （cf. 後藤 2016, Hammer 2012）。こうした研究の意義
は，説明要因としてのイスラーム教ではなく，イスラーム教そのものが経験して
きた動態性や重層性を明らかしたことにある。こうしたイスラーム教の動態的分
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析が発展した背景には，たとえばアメリカの著名な女性イスラーム説教師アミー
ナ・ワッダードらが提唱する，フェミニスト的でラディカルなクルアーン解釈が
ある。興味深いのは，彼女のような存在を支えているのもまたイスラーム教を重
視する宗教原理主義的な広がりであるという点である。すなわち，こうした近年
の動きにおいては，宗教的関心の高まりは，これまで危惧されてきたような既存
の固定的教義を支援する動きではなく，むしろ宗教言説が幅広く解釈される動き
を促進させ，それが優れたイスラーム研究を生む土壌となっている，と言うこと
ができる。いずれにしろ，宗教言説の批判的再読やその批判的分析という循環に
より，中東ジェンダー研究では，イスラーム教やシャリーア，クルアーンを主語
にした一般化された議論はもはや成立しえない環境が整いつつある。

また 2011 年以降のフェミニズム運動を扱った著作にも新たな傾向が表れてい
る。その新規性を牽引するのもまた，実際の運動自体のアジェンダや活躍の舞台
の多様化と複雑化である。チュニジアを研究する鷹木によれば，近年のチュニジ
アの女性団体の活動では，国連の女性差別撤廃条約が重視され，その国内法への
適応では，イスラーム教実践との整合性は問題にすらならない局面が観察できる。
こうした動きは，社会に広く支持され，実際の法改正に結びつく大きなうねりと
なっているという（鷹木 2016）。こうした動きは単線的なものではなく，大きな
政治的動きや，諸勢力の激しい対立の中で偶発的にあらわれた側面を持つ。利害
関係を異にする多様な勢力が重層的に絡み合い，先が読めない激動の社会変動を
ジェンダー視点で考察する方法として，鷹木は出来事のプロセスを記述する「ド
キュメンテーション」という手法を提唱する。社会情勢が複雑かつ急激に変化す
る中東を扱うジェンダー研究において，実相の考察を重視するのであれば，こう
した手法の重要性は今後も高まると考えられるだろう。

おわりに

消費環境であれ，イスラーム解釈であれ，民主化運動後の政治運動であれ，近
年中東地域の社会情勢は，ジェンダー的にみても目まぐるしい変化を遂げている。
2000 年代半ば以降に中東ジェンダー研究が経験した勢いの低下は，こうした社
会変化をどこまで実態として捉えられるのか，という点において，疑義を呈され
たものと考えられるだろう。

しかし振り返ってみれば，中東のジェンダー研究は，常にその時々の時代のア
ジェンダに向き合う形で理論的緻密さを獲得してきたものだった。70 年代には
西欧中心主義的なジェンダー理解に抵抗し，90 年代には社会内部の権力性を問
い，そして現在では，リベラリズムと対置されることもあるイスラーム教そのも
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ののリベラルな実践の実証研究が行われている。そのいずれもが，定型的な理論
主導型の研究ではなく，具体的事例を生きる人々の見解に寄り添い，そこに論理
的整合性を見出すことで枠組みの刷新にまでつながるような研究成果を出すに至
っている。その営為を端的にまとめるならば，目の前の現実と，それが語られる
言説，問題にされる文脈，それらを適切に接合し，分析するためのストーリーと
手法の探求であり，そこで重視されたのが，固定的な現実理解や固定的な価値観
に抗い，人々の独創的な生に歩み寄ることであった。この営為では，植民地支配
者，ナショナルエリート，宗教指導者，コミュニティ指導者，家族の中での年長
者，夫，兄弟，姑，あるいはピアグループといった，幾重にも重なる見解とそこ
に内包される権力の層を整理し，多様性をそぎ落とすことなく議論の遡上にあげ
るための様々な取り組みが試みられてきた。このように捉えれば，中東における
ジェンダー研究は，変わりゆく現実を前にしてその重要性はなお高い。

中東ジェンダー研究は，「第三世界フェミニズム」として取り上げられること
がある。しかしそれが意味するところとは，本論で示したように，西欧中心主義
的なジェンダー観に異議を唱えるだけのものではすでにない。むしろそれは，非
第三世界と比べて何重にも多く，権力性を孕んだ外在的なイメージに晒される，
そうした環境で周辺化された人々の個別の声に耳を傾け，その実態を格差という
視点から理解するための営為と捉えられるべきである。グローバル化の進展の
中，空間的制約を超えて多様な勢力が複雑に絡みあい変化をとげる社会状況にお
いて，今後どのような地理的位置においても単純な権力性の想定が困難なことは
明らかである。そこでのジェンダー研究の在り方を考える時，中東ジェンダー研
究が向き合ったジレンマやそれを乗り越えるための方策は，中東地域に限らない
他地域のジェンダー研究において，さらには私たちの日常を考える上でも多くの
示唆に富むはずである。

 （とりやま　じゅんこ　立命館大学）

［注］　　　　　　　　　　　　　　　
1） Abu-Lughod （2013）が使用した“gendered orientalism”という概念の日本語訳。その意味す

るところは，多層的に他者化された他者，とりわけそこにジェンダーを用いた階層化が埋め込
まれた他者化と理解できる。

2） 本稿の着想の一端は，笹川平和財団での共同研究会報告書執筆（鳥山純子，2015 年「ジェン
ダー概念を軸にたどる中東女性研究の軌跡」『イスラームと価値の多様性，――ジェンダーの
視点から』笹川平和財団，55-71）とそれについての討論に基づいている。
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The article critically examines works on the Middle Eastern gender studies to 
discuss the field’s development, issues, and solutions. Like other women from the Third 
World, women in the Middle East have often been defined as “the other.” This has become 
increasingly common in the current political and cultural environment, where Islam has 
become the single biggest target to blame the world’s misfortunes. How can we approach 
women from different cultures without denying their faith or cultural values? What are 
the difficulties involved in the process? With these questions in mind, this article explores 
the ways of going beyond the problem of  “gendered Orientalism,” which exposes women 
to the layers of different types of power and ultimately deprives them of their voices, and 
essentializes them merely as a symbol of  “the other.”
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